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事例の調査により得た取り組みの工夫より、沿道

施設や地域と一体となった空間形成に資する道路緑

化にあたり、道路管理者が留意すべき点について整

理した。以下にその例を紹介する。 

まず、樹木の配置・樹種の選定といった計画立案時

における留意点である。道路管理者は、市民や民間

事業者などと協働で計画検討を行い、道路管理者の

整備後に道路管理者と住民などの沿道関係者との連

携により維持管理を行うことを想定して整備計画を

策定すること（朝霞市、川崎市など）や、道路占用

などにより民間事業者が植栽などの緑化部分を整備、

維持管理することを想定した計画策定を行うこと

（さいたま市など）が重要となる。こうした点に留

意することで地域のニーズを反映し、沿道と一体と

なった空間整備に資する植栽整備が期待される。 

次に、維持管理を道路管理者が関係者と分担して

実施するにあたっての、維持管理計画の作成時にお

ける留意点である。一般的な道路緑化は道路管理者

による維持管理が基本となるものの、景観向上や交

通安全などの道路機能向上とともに、周辺地域の魅

力向上といった沿道施設や周辺地域と一体となった

空間形成に資する道路緑化にあたっては、道路管理

者は地域や民間事業者といった沿道関係者と役割を

分担することが求められる。道路管理者と沿道関係

者による維持管理費用や維持管理実施の協力体制の

枠組みをあらかじめ策定すること（さいたま市、川

崎市など）が重要となる。こうした点に留意するこ

とで、計画策定段階における体制構築がなされ、整

備後の維持管理段階において円滑かつ持続的な維持

管理が期待される。 

前述した留意点について、道路緑化基準・同解説

（H28.3）における植栽計画の基本の流れを参考に整

理した（図-1）。 

 

４．おわりに 

本稿で整理した留意点に具体事例などを加えた詳

しい解説を、道路管理者の参考となる資料として作

成、周知し、道路緑化などのグリーンインフラの円

滑な導入を支援する予定である。 

 

☞詳細情報はこちら 

1) 道路環境研究室ＨＰ 

https://www.nilim.go.jp/lab/dcg/kadai10-

greeninfra.html 

 

写真-2 道路空間と周辺区域を一体的に緑化整備し、

賑わいや憩いの空間を創出（朝霞市） 

 

写真-3 沿道に設置された植栽により創出された空間 

（周辺住民等による運営・維持管理を実施）（川崎市） 

 

図-1 道路緑化の各段階における本稿で紹介した留意点 

の整理（赤枠部） 
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１．はじめに 

2050年カーボンニュートラルの実現のためには、

炭素を固定する木材の利用促進が必要であり、特に、

現在非木造が多く占める中高層建築物における木材

利用や、川上・川中の木材サプライチェーンの取組

との連携のもと、川下における中高層建築物の木造

化対応が可能な建設会社の裾野の拡大が重要である。 

そこで、中高層木造建築物に関する技術を中規模建

設会社等でも設計・施工が行えるように一般化する

ことにより木造化の普及を加速し、国産材の利用促

進を含め、木材のサプライチェーン全体の好循環を

生み出すことを目的とする。 

 

２．技術開発の概要 

(1)CLT工法と2×4工法の上下階混構造の開発 

中層木造建築物で，上層階を2×4工法、下層階に

高強度で施工が容易なCLT工法を用いた混構造(図-

1)は構造的にもコスト的にも合理的であるが、高度

な設計法を用いる必要があり、普及のためには、一

般的な設計法の整備が必要である。 

R5年度はCLT工法と2×4工法の上下階混構造の一

般的な施工方法の検討を行うとともに、混構造間の

接合ディテールを検討しその構造方法を実験的に確

認した。 

(2) RC+CLT等合成床構造システムの開発 

 中層大型木質混構造建築物の床工法には一般的な 

設計法や工法がなく，耐火被覆や遮音対策のコスト

が高い。そのため、図-2に示すような耐火性能があ

りコスト削減に資するRC+CLT等合成床構造システム

の一般的な設計法・施工方法を整備する必要がある。 

そこで、RC+CLT等合成床構造システムの一般的な

設計法による基準案を検討した。また、RC+CLT等合

成床構造システム試験体を製作し、クリープ性能に

関する実験を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 CLT工法と2×4工法の上下階混構造の例 

 

 

  
図-2 RC+CLT等合成床構造のクリープ試験体 
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